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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

収益 営業利益 税引前四半期利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 8,201 △8.2 △163 - △258 - △158 - △159 - △158 -

2022年３月期第１四半期 8,938 △15.9 201 △77.9 97 △87.4 53 △88.9 54 △88.8 52 △89.4

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 △4.00 △4.00

2022年３月期第１四半期 1.36 1.36

コア営業利益 コアEBITDA
コアEBITDA
マージン

百万円 ％ 百万円 ％ ％

2023年３月期第1四半期 174 △68.9 672 △35.3 10.6

2022年３月期第1四半期 560 △60.4 1,040 △44.7 15.8

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 33,159 9,674 9,674 29.2

2022年３月期 36,096 10,470 10,471 29.0

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 - 14.00 - 16.00 30.00

2023年３月期 -

2023年３月期（予想） 14.00 - 16.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,076 2.1 4,893 △1.7 4,490 △1.6 2,951 △1.3 2,951 △1.3 74.03

コア営業利益 コアEBITDA
コアEBITDA
マージン

百万円 ％ 百万円 ％ ％

通期 5,060 △9.5 7,212 △4.7 20.9

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（参考）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（参考）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 39,910,700株 2022年３月期 39,910,700株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 40,000株 2022年３月期 40,000株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 39,870,700株 2022年３月期１Ｑ 39,910,700株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。

（その他特記事項）

（１）当社グループは、国際会計基準（以下「ＩＦＲＳ」という。）を適用しております。

（２）コア営業利益＝営業利益 － IAS第41号「農業」適用による影響額 － その他の収益及び費用 － 一時的な収益

及び費用

（３）コアEBITDA＝コア営業利益 ＋ 減価償却費及び償却費

（４）コアEBITDAマージン＝コアEBITDA ÷ 売上収益

（５）IAS第41号「農業」適用による影響額とは、IAS第41号「農業」を適用し、きのこの生産工程である仕込みから

収穫時までのきのこを生物資産として、売却費用控除後の公正価値で測定するものであり、当該公正価値の変

動による利得及び損失を影響額としております。

（６）その他の収益及び費用とは、主に減損損失、固定資産除却損等となります。

（７）一時的な収益及び費用とは、通常の営業活動では発生しない一過性の収益及び費用（例として、前連結会計年

度の決算短信にある（参考）の調整項目であった上場関連費用等がこれにあたります。）となります。なお、

現在、一時的な収益及び費用の発生はありません。

（８）コア営業利益、コアEBITDA及びコアEBITDAマージンはＩＦＲＳにより規定された指標ではなく、投資家が当社

グループの業績を評価する上で、当社グループが有用であると考える財務指標であります。当該財務指標は、

非経常的損益項目及び競合他社に対する当社グループの業績を適切に示さない項目の影響を除外しておりま

す。なお、コア営業利益、コアEBITDA及びコアEBITDAマージンは、ＩＦＲＳに準拠して表示された他の指標の

代替的指標として考慮されるべきではありません。当社グループにおけるコア営業利益、コアEBITDA及びコア

EBITDAマージンは、同業他社の同指標あるいは類似の指標とは算定方法が異なるために、他社における指標と

は比較可能でない場合があり、その結果、有用性が低下する可能性があります。

（決算補足説明資料（決算説明資料）の入手方法について）

決算補足説明資料（決算説明資料）は、ＴＤｎｅｔで開示するとともに、2022年８月４日付にて当社ウェブサイト

に掲載しております。
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前第１四半期連結累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

至2022年６月30日）

増減率
（％）

売上収益 6,587 6,367 △3.3

公正価値変動による利得 2,350 1,833 △22.0

収益合計 8,938 8,201 △8.2

営業利益（△は損失） 201 △163 -

税引前四半期利益（△は損失） 97 △258 -

親会社の所有者に帰属する
四半期利益（△は損失）

54 △159 -

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日）における国内経済は、新型コロナウイルス感染

症のワクチン接種も進み、感染防止のための各種規制も段階的に緩和されたこともあり、経済活動の正常化に向けた

動きが見受けられました。一方、ロシアのウクライナ侵攻による国際情勢の不安定化やエネルギー価格の高騰、円安

など、依然として厳しい状況が続いております。

　当社事業を取り巻く環境は、原油価格の高騰等を背景に、食品の値上げ公表が相次ぎ、消費者の家計防衛意識は一

層高まっており、厳しい状態が続いております。また、当社グループにおいても、ユーティリティ単価の高騰や原材

料の値上げの影響等により、各種コストの増加が収益を圧迫しております。

　このような環境の中、当社グループは、中期経営計画に基づき、これまで長年培ってきた当社の生産技術・ノウハ

ウ、販売力を活かし、プレミアムきのこ総合メーカーとしての基盤の確立を図っております。これに加え、まいたけ

を中心としたきのこが持つ機能性の開発と訴求により、安全・安心な製品を提供することを通じて消費者の健康に寄

与し、健やかな社会の実現に貢献すべく事業展開を図ってまいりました。

　このたび長年の研究の成果が実を結び、新・白まいたけの自社菌の開発、量産化に成功し、「雪国まいたけ極 

白」の発売を８月に開始いたしました。「雪国まいたけ極 白」は従来の雪国まいたけ極のもつ栄養素はもちろんの

こと食感や味を継承した当社オリジナルの品種となります。白まいたけは見た目も大変美しい一方、デリケートな性

質のため栽培が難しく、安定生産にはまだまだ多くの高いハードルが存在しておりました。この白まいたけを、さら

に美味しく、安定してお届けできるように、約６年の開発期間を経て、今までにない高品質で安定生産できる新菌の

開発に成功いたしました。この「雪国まいたけ極 白」に続くよう、当社はプレミアムきのこの拡充を引き続き図っ

てまいります。

　当第１四半期連結累計期間の収益は、8,201百万円（前年同期比8.2％減）、このうち、売上収益は、6,367百万円

（同3.3％減）となりました。また、売上総利益は、1,628百万円（同19.9％減）となりました。販売費及び一般管理

費は、1,787百万円（同2.1％減）となりました。

　以上の結果、営業損失は、163百万円（前年同期は営業利益201百万円）、親会社の所有者に帰属する四半期損失

は、159百万円（前年同期は親会社の所有者に帰属する四半期利益54百万円）となりました。なお、当第１四半期連

結累計期間においては、IAS第41号「農業」の適用に関する公正価値変動による利得が、収益に1,833百万円（前年同

期比22.0％減）、売上原価に2,137百万円（同18.5％減）、それぞれ含まれております。

[2023年３月期第１四半期連結累計期間業績]
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間における事業セグメント別の売上収益の状況は以下のとおりであります。

〔茸事業〕

① まいたけ

　まいたけの魅力をより広く消費者の皆様に知っていただくため、他食品メーカーとの共同企画による食べ方

提案やSNSを活用したレシピ紹介等を実施いたしました。また、持ち帰り弁当や総菜などの中食産業への水煮

品や油調品の販売量が増加いたしました。これらにより、前年同期に比べ販売量は微増いたしましたが、他社

増産の影響もあり、販売単価は低調に推移いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間においては、

まいたけ事業の売上収益は、3,409百万円（前年同期比0.7％減）となりました。
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前第１四半期連結累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

至2022年６月30日）

増減率
（％）

茸事業 6,467 6,272 △3.0

まいたけ 3,433 3,409 △0.7

エリンギ 778 752 △3.3

ぶなしめじ 1,402 1,344 △4.2

その他の茸 852 765 △10.2

その他 120 95 △20.5

売上収益 6,587 6,367 △3.3

② エリンギ

　生産品質の向上により安定した供給を維持し、簡便性の高いピロー製品の導入等これまでのアイテム構成の

見直しを図っております。これにより、前年同期に比べ販売量は減少いたしましたが、販売単価は上回りまし

た。以上の結果、当第１四半期連結累計期間においては、エリンギ事業の売上収益は、752百万円（同3.3％

減）となりました。

③ ぶなしめじ

　青果市況と市場の動向を注視しながら、需給バランスに応じて１株製品と２株製品といった量目が異なる製

品を活用した柔軟な製品投入を実施いたしましたが、他社増産の影響もあり、販売単価、販売量いずれも前年

同期に比べ低調に推移いたしました。以上の結果、当第１四半期連結累計期間においては、ぶなしめじ事業の

売上収益は、1,344百万円（同4.2％減）となりました。

④ その他の茸

　マッシュルームは、一時的に生産が不安定になったことにより市場の旺盛な需要にお応えすることができな

かったため、前年同期に比べ販売は低調に推移いたしました。また、その他、はたけしめじや本しめじについ

ても販売はやや低調に推移いたしました。以上の結果、当第１四半期連結累計期間においては、その他の茸事

業の売上収益は、765百万円（同10.2％減）となりました。

〔その他〕

　その他の売上収益は、主に健康食品の販売及び瑞穂農林株式会社が取り扱う培地活性剤によるものでありま

す。当第１四半期連結累計期間においては、培地活性剤の製造及び販売量が減少いたしました。この結果、その

他の売上収益は、95百万円（同20.5％減）となりました。

各事業セグメント別売上収益は以下のとおりであります。
（単位：百万円）

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末（2022年６月30日時点）の資産合計は、33,159百万円（前連結会計年度末比

2,937百万円減）となりました。流動資産は、6,729百万円（同3,005百万円減）となりました。これは主に、配

当金の支払い、法人所得税の支払い等により現金及び現金同等物が2,479百万円、営業債権及びその他の債権が

418百万円、公正価値変動による利得により生物資産が276百万円それぞれ減少した一方、棚卸資産が173百万円

増加したこと等によるものであります。非流動資産は、26,429百万円（同67百万円増）となりました。これは主

に、繰延税金資産が94百万円増加した一方、有形固定資産が18百万円、使用権資産が19百万円減少したこと等に

よるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、23,484百万円（同2,141百万円減）となりました。流動負債は、

6,578百万円（同1,432百万円減）となりました。これは主に、未払法人所得税が1,483百万円、未払費用や未払

消費税を含むその他の負債が550百万円それぞれ減少した一方、短期借入金が500百万円増加したこと等によるも

のであります。非流動負債は、16,906百万円（同708百万円減）となりました。これは主に、約定返済により借

入金が693百万円減少したこと等によるものであります。
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（資本）

　当第１四半期連結会計期間末の資本合計は、9,674百万円（同796百万円減）となりました。これは主に、四半

期損失の計上及び期末配当の実施等により利益剰余金が794百万円減少したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ2,479百万円減少

し、1,244百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、1,064百万円（前年同期は984百万円の使用）となりました。これは主に、減

価償却費及び償却費500百万円及び営業債権及びその他の債権の減少額416百万円の計上があった一方、税引前四

半期損失258百万円の計上、法人所得税の支払1,475百万円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、574百万円（前年同期は602百万円の使用）となりました。これは主に、茸事

業に係る設備更新等に伴う有形固定資産の取得による支出563百万円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、841百万円（前年同期は698百万円の使用）となりました。これは主に、短期

借入金の借入による収入500百万円、約定返済の実施により長期借入金の返済による支出674百万円、配当金の支

払614百万円等があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2022年５月12日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

　なお、当該業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績等はさま

ざまな要因により異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度末
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間末
（2022年６月30日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 3,723 1,244

営業債権及びその他の債権 1,958 1,539

棚卸資産 1,249 1,422

生物資産 2,693 2,416

その他の資産 111 106

流動資産合計 9,735 6,729

非流動資産

有形固定資産 19,170 19,151

投資不動産 97 97

のれん及び無形資産 5,291 5,286

使用権資産 322 303

退職給付に係る資産 400 401

その他の金融資産 141 167

繰延税金資産 873 967

その他の資産 64 53

非流動資産合計 26,361 26,429

資産合計 36,096 33,159

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度末
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間末
（2022年６月30日）

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 2,602 2,689

未払法人所得税 1,484 1

従業員給付に係る負債 1,620 1,419

短期借入金 - 500

１年内返済予定の長期借入金 1,321 1,415

リース負債 191 181

引当金 82 24

その他の金融負債 26 215

その他の負債 681 131

流動負債合計 8,010 6,578

非流動負債

借入金 17,314 16,620

リース負債 222 207

引当金 17 20

その他の金融負債 57 57

その他の負債 2 0

非流動負債合計 17,615 16,906

負債合計 25,625 23,484

資本

資本金 100 100

資本剰余金 △6,006 △6,006

利益剰余金 16,411 15,616

自己株式 △48 △48

その他の資本の構成要素 15 12

親会社の所有者に帰属する持分合計 10,471 9,674

非支配持分 △1 △0

資本合計 10,470 9,674

負債及び資本合計 36,096 33,159
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（単位：百万円）

　前第１四半期連結累計期間
（自2021年４月１日

　　至2021年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

　　至2022年６月30日）

収益

売上収益 6,587 6,367

公正価値変動による利得 2,350 1,833

収益合計 8,938 8,201

売上原価（＊１） 6,904 6,572

売上総利益 2,033 1,628

販売費及び一般管理費 1,826 1,787

その他の収益 11 23

その他の費用 17 27

営業利益（△は損失） 201 △163

金融収益 0 4

金融費用 104 100

税引前四半期利益（△は損失） 97 △258

法人所得税費用 43 △100

四半期利益（△は損失） 53 △158

四半期利益の帰属

親会社の所有者 54 △159

非支配持分 △0 0

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（△は損失）（円） 1.36 △4.00

希薄化後１株当たり四半期利益（△は損失）（円） 1.36 △4.00

（＊１）売上原価の内訳

材料費、人件費等 4,282 4,434

公正価値変動による利得 2,622 2,137

合計 6,904 6,572

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）

　経営者は同業他社との比較可能性を勘案し、「材料費、人件費等」の情報は財務諸表利用者にとって有用であると考え

ていることから、要約四半期連結損益計算書に注記として自主的に開示しております。「材料費、人件費等」は、IAS第

41号「農業」に基づき認識した公正価値変動による利得を含まない当社グループが販売した製品の製造原価及び商品の仕

入原価であります。
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（単位：百万円）

　前第１四半期連結累計期間
（自2021年４月１日

　　至2021年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

　　至2022年６月30日）

四半期利益（△は損失） 53 △158

その他の包括利益（税効果控除後）

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で

測定する資本性金融資産
△1 △0

純損益に振り替えられることのない項目合計 △1 △0

その他の包括利益（税効果控除後）合計 △1 △0

四半期包括利益 52 △158

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 52 △159

非支配持分 △0 0

（要約四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

非支配持分 資本合計

2021年４月１日残高 119 △6,026 15,117 - 21 9,233 △2 9,230

四半期利益（△は損失） - - 54 - - 54 △0 53

その他の包括利益 - - - - △1 △1 - △1

四半期包括利益合計 - - 54 - △1 52 △0 52

減資 △19 19 - - - - - -

剰余金の配当 - - △1,117 - - △1,117 - △1,117

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替
- - - - - - - -

所有者との取引額等合計 △19 19 △1,117 - - △1,117 - △1,117

2021年６月30日時点の残高 100 △6,006 14,054 - 20 8,168 △3 8,165

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

非支配持分 資本合計

2022年４月１日残高 100 △6,006 16,411 △48 15 10,471 △1 10,470

四半期利益（△は損失） - - △159 - - △159 0 △158

その他の包括利益 - - - - △0 △0 - △0

四半期包括利益合計 - - △159 - △0 △159 0 △158

減資 - - - - - - - -

剰余金の配当 - - △637 - - △637 - △637

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替
- - 2 - △2 - - -

所有者との取引額等合計 - - △635 - △2 △637 - △637

2022年６月30日時点の残高 100 △6,006 15,616 △48 12 9,674 △0 9,674

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年６月30日）
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（単位：百万円）

　前第１四半期連結累計期間
（自2021年４月１日

　　至2021年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

　　至2022年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益（△は損失） 97 △258

減価償却費及び償却費 482 500

支払利息 99 95

シンジケートローン手数料 4 4

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産除却損 13 17

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 351 416

棚卸資産の増減額（△は増加） △174 △173

生物資産の増減額（△は増加） 385 276

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） 141 94

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 3 △0

従業員給付に係る負債の増減額（△は減少） △370 △201

その他 △211 △334

小計 823 437

利息の支払額 △22 △21

シンジケートローン手数料の支払額 △4 △4

法人所得税の支払額 △1,780 △1,475

営業活動によるキャッシュ・フロー △984 △1,064

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △598 △563

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形資産の取得による支出 △2 △0

その他 △1 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △602 △574

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の借入による収入 1,000 500

長期借入金の返済による支出 △578 △674

リース負債の返済による支出 △56 △53

配当金の支払額 △1,064 △614

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △698 △841

現金及び現金同等物に係る為替変動の影響額 △0 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,285 △2,478

現金及び現金同等物の期首残高 3,777 3,723

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 - △0

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,492 1,244

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

事業内容

茸事業 まいたけ、エリンギ、ぶなしめじ等、茸製品の製造販売

（単位：百万円）

茸事業 その他 合計
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額

売上収益

外部顧客への売上収益 6,467 120 6,587 - 6,587

セグメント間の内部売上収益 - 0 0 △0 -

計 6,467 120 6,588 △0 6,587

セグメント利益（△は損失） 178 21 199 1 201

金融収益 0

金融費用 104

税引前四半期利益（△は損失） 97

（単位：百万円）

茸事業 その他 合計
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額

売上収益

外部顧客への売上収益 6,272 95 6,367 - 6,367

セグメント間の内部売上収益 - - - - -

計 6,272 95 6,367 - 6,367

セグメント利益（△は損失） △176 11 △165 1 △163

金融収益 4

金融費用 100

税引前四半期利益（△は損失） △258

（セグメント情報）

① 報告セグメント

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会（最高経営意思決定者）が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。

　当社グループは、製品及びサービスについて、包括的な戦略を立案し、事業活動を展開している「茸事業」を

報告セグメントとしております。「その他」は報告セグメントに含まれない事業が含まれております。

　なお、まいたけ事業、エリンギ事業及びぶなしめじ事業等は、売上収益の推移など経済的特徴が概ね類似して

おり、かつ、（a）製品及びサービスの性質、（b）生産過程の性質、（c）当該製品及びサービスの顧客の類型

又は種類、（d）当該製品の配送又は当該サービスの提供のために使用する方法、（e）規制環境の性質のすべて

が類似しているため、「茸事業」として集約しております。報告セグメントの事業内容は次のとおりでありま

す。

② 報告セグメント情報

　報告セグメントの会計処理の方法は、当社グループの会計方針と同一であります。報告セグメントの利益は、

営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上収益は市場実勢価格に基づいております。

前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

(注) セグメント利益（△は損失）の調整額には、各事業セグメントに配分していない全社費用が含まれております。

当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年６月30日）

(注) セグメント利益（△は損失）の調整額には、各事業セグメントに配分していない全社費用が含まれております。
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前第１四半期連結累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

至2022年６月30日）

基本的１株当たり四半期利益算定上の基礎

親会社の所有者に帰属する四半期利益

（△は損失）（百万円）
54 △159

親会社の普通株主に帰属しない四半期利益（百万円） - -

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（△は損失）（百万円）
54 △159

期中平均普通株式数（千株） 39,910 39,870

基本的１株当たり四半期利益（△は損失）（円） 1.36 △4.00

希薄化後１株当たり四半期利益算定上の基礎

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益（△は損失）（百万円） 54 △159

四半期利益調整額（百万円） - -

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益（△は損失）（百万円） 54 △159

期中平均普通株式数（千株） 39,910 39,870

新株予約権による普通株式増加数（千株） 2 -

希薄化後期中平均普通株式数（千株） 39,913 39,870

希薄化後１株当たり四半期利益（△は損失）（円） 1.36 △4.00

（１株当たり利益）

　基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益の算定基礎は以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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